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昭和 49年(197 4) 8 月16日 富山大学に 国立医学教育機関創設 準備室設置
昭和50 年(1975) 4月 2日 富山大学に 富山医科薬科大学創設 準備室設置
10月1日 国立学校設置法 の一部を改正する法律( 昭和50 年 4月22日法律第27号)
の施行により富山医科薬科大学設置( 富山医科薬科大学創設 準備室廃
止)医学部(医学科)及び 附属 図書館設置
昭和51年(197 6) 4月1日 薬学部(薬学科、 製薬化学科)設置( 富山大学 から移行)
医学部8講座開設( 解剖学、 生理学、 生化学、 病理学、 細菌学・免疫学、
内科学、 外科学、 産婦人科学)
薬学部 3講座開設(薬化学、 薬品作用学、 薬品物理化学)
学科目11科目開設( 哲学、 歴史学、 法学、 心理学、 数学、 物理学、 化学、
生物学、 英語、 独語、 保健体育)
4月14日 第1回入学式挙行
5月10日 事務局5課設置
5月27日 開学記念式典挙行
昭和52年(1977 ) 3 月29日 福利厚生棟竣工
3 月3 0日 講義実習棟、 解剖棟、 体育館竣工
4月1日 医学部 2講座増設(薬理学、 小児科学)
薬学部 4講座増設(薬品分析化学、 生薬学、 薬品合成 化学、 生物薬品製
造学)
4月18日 隙属病院 創設 準備室設置 薬学部附属薬用植物園設置
12月24日 エネルギーセンター竣工
昭和53 年(1978 ) 3 月28日 医学部研究棟竣工
3 月3 0日 慰霊碑竣工
3 月31日 放射性同位元素実験施設、 実験動物施設竣工
4月1日 医学部 6講座増設(ウイルス学、 公衆衛生学、 法医学、 精神神経医学、
放射線医学、 整形外科学)薬学部 の学科及び講座が改組され、 次の学科
及び講座 を 設置
薬科学科(薬剤薬理学、 臨床 分析学、 医薬品化学、 衛生・ 生物化学、 薬
用資源 学、 物理薬剤学) (富山大学薬学部 から薬剤学、 環境衛生分析学、
薬剤製造学、 薬品製造工学、 薬品製造化学移行事務局1課増設 〕
6月17日 大学院薬学研究科博士課程(医療薬科学専攻)設置
和漢 薬研究所( 資源開発、 生物試験、 臨床 利用、 病態生化学、 化学応
用)設置〔富山大学 から移行 〕
昭和54年(197 9) 2月 7 日 附属病院 竣工
3 月 2日 事務局管理棟竣工
3 月23日 薬学部研究棟、 共同利用研究棟竣工
3 月28日 附属 図書館竣工
4月1日 医学部5講座増設( 皮膚科学、 眼科学、 耳鼻咽喉科学、 泌尿器科学、 麻
酔科学) (富山大学薬学部 から衛生化学、 薬品生物化学が移行し、 移行
完了〕
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附属病院設置
附属病院15診療科(第 ゐ内科、 第三内科、 皮膚科、 小児科、 神経科精神
科、 放射線科、 第一外科、 第二外科、 整形外科、 産科婦人科、 眼科、 耳
鼻咽喉科、 泌尿器科、 麻酔科、 歯科口腔外科) 4 中央施設(検査部、 手
術部、 放射線部、 材料部) 開設 薬剤部及び看護部設置 事務局3 部 8
課制に改組
10月10日 附属病院開院記念式典挙行
10月15日 附属病院開院(33 9 床)
昭和5 5年(198 0) 3月19日 和漢薬研究所研究棟竣工
3月20日 昭和54年度卒業証書並びに学位記授与式挙行(薬学部第1回)
4月 11::1 医学部 2講座増設(保健医学、 脳神経外科学)附属病院 2診療科増設
(第三内科、 脳神経外科)
4月3 0日 附属病院東病棟竣工
8月19日 附属病院132床増 床(言1"471床)
昭和5 6年(1981) 3月20日 高エネルギ一治療棟竣工
4月 1日 動物実験センター設置
5月 1日 附属病院151床増 床(計622床)
7月10日 医学部研究棟竣工(大学院第I期工事)
昭和57年(1982) 3月初日 昭和5 6年度卒業証書並び、に学位記授与式挙行0'矢学部第1凶)
3月29日 武道場竣工
3月3 0日 動物実験センター竣工(第H期工事)
3月31[3 医学部研究棟竣工(大学院第E期工事)
4月 1日 大学院医学研究科博士課程(生理系専攻、 生化学系専攻、 形態系専攻、
環境系専攻) 設置
昭和58年(1983) 4月 1日 保健管理センター設置
町和5 9年(1984) 4月11日 実験実背機器センター設置
10月31日 プール竣工
昭和6 0年(198 5) 3月20日 動物実験センター竣L(第E期工事)
5月13日 RI病 床10 床減(計612床)
5月171::1 中央診療施設増設(和漢診療部)
7月28日 薬学研究資料館竣工
10Jl 1日 間学十周念記念式典挙行
昭和61年(198 6) 4月 1日 医学部 1講座増設(歯科口腔外科学)
昭和62年(1987) 3 Jl16日 国際交流会館竣工
5月21日 和漢薬研究所1容員部門増設(高次神経機能制御部門)
昭和63年(1988) 3月25日 附属病院中央診療棟(救急部等) 竣工
4月 8 日 和漢薬研究所1客員部門増設(免疫機能制御部門)
5月25日 附属病院中央診療施設増設(救急部)、 学科目 1科目増設(日本語・ 日
本事情)
平成元年(198 9) 3月20日 実験実習機器棟竣工
3月24日 MRI-CT装置棟竣工
6月28日 医学部I講座増設(臨床検査医学)
10月 7 日 附属病院開院十周念記念式典挙行
平成 2 年(1990 ) 3 月20日 臨床 研究棟竣工
6月 8 日 薬学部1講座廃止( 物理薬剤学)
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ク 2講座増設(薬剤設計学、 薬物生理学)
和漢薬研究所1 部門増設( 時限10 年)( 細胞資源工学部門)
平成 4 年(1992) 4月10日 医学部1講座増設(放射線基礎医学)
11月 7 日 薬学部創立百周年記念式典挙行
平成 5 年(1993 ) 4月1日 医学部看護学科設置
1講座増設(和漢 診療学)
学科目1 科目増設(行動科学)
附属病院中央診療施設増設(輸血部)
10月1日 和漢薬研究所創設三十周念記念式典挙行
平成 6 年(1994) 5月20日 医学部看護学科 3講座増設(人間科学・基礎 看護学、 臨床 看護学、 地
域・老人看護学)
学科目1 科目増設(統計・ 情報科学)
附属病院中央診療施設増設(集中治療部)
7 月 1日 附属病院が特定機能病院 に承認
12月 5日 医学部看護学科研究棟竣工
平成 7 年(1995) 4月1日 遺伝子実験施設設置
附属病院中央診療施設増設(医療情報部)
事務局入学主幹設置
10月13日 開学二十周年記念式典挙行
平成 8 年(1996) 2月14日 看護学科研究棟竣工( 第H期 工事)
5月11日 医学部1講座増設(感染予防医学)
医学部細菌学・免疫学を免疫学に講座名変更
和漢薬研究所附属薬効解析センター設置
平成 9 年(1997 ) 4月1日 大学院医学系研究科に改称、 修士課程( 看護学専攻)設置
和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止(高次神経機能制御部門)
和漢薬研究所1客員部門増設(恒常性機能解析部門)
附属病院中央診療施設増設(光学医療診療部)
平成10 年(1998 ) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止(免疫機能制御部門)
平成11年(1999) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門増設(漢方 診断学部門)
7 月3 0日 動物実験センター竣工( 第N期工事)
平成12年( 20 0 0 ) 4月1日 大学院薬学研究科博士課程に 臨床薬学専攻増設( 臨床薬理学、 医薬品安
全性学)
大学院薬学研究科医療薬科学専攻を薬科学専攻に改称
和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止( 細胞資源工学部門)
和漢薬研究所1客員部門増設(薬物代謝工学部門)
平成13 年( 20 01) 4月1日 附属病院中央診療施設増設(周産母子センター)
平成14年( 20 0 2) 4月1日 和漢薬研究所資源開発部門を漢方 薬学部門に 名称変更
附属病院中央診療施設増設(病理部)
動物実験センター、 遺伝子実験施設及び 放射性同位元素実験施設を改組
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し、 生命科学実験センターを設置
平成 15年(20 03) 4月 1日 大学院医学系研究科修士課程(医科学専攻) 設置
医学部 1講座増設(救急・ 災害医学)
附属病院中央診療施設増設(総合診療部)
平成 16年(20 04) 4月 1日 国立大学法人富山医科薬科大学の設置
大学院医学系研究科博士課程(認知・ 情動脳科学専攻) 設置
医学部 1寄附講座増設(分子・ 統合情動脳科学講座)
7月 1日 和漢薬研究所1寄附部門増設(和漢薬製剤開発部門)
平成 17年(20 0 5) 8月27日 開学三十周年記念式典挙行
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